
◇
フ
ッ
化
物
洗
口
の
安
全
性

子
育
て
・
教
育
の
フ
ッ
化
物
洗

口
の
確
認
。
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
運
用
を
持
て
ば
、
全

く
危
険
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
認
識
で
よ
ろ
し
い
か
。

　

教
育
部
長　

学
校
歯
科
医
や
学
校

薬
剤
師
の
管
理
下
の
も
と
、
適
切
に
実

施
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
安
全

性
は
保
た
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

フ
ッ
化
物
洗
口
は
本
当
に
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
特
に
集
団

で
行
う
と
い
う
の
が
大
事
。
い
ろ
ん
な

子
供
た
ち
の
環
境
の
格
差
が
あ
る
が
、

歯
の
健
康
格
差
も
広
が
っ
て
い
る
。
こ

の
健
康
格
差
を
な
く
す
た
め
に
も
、
み

ん
な
で
執
り
行
う
こ
と
が
私
は
必
要

だ
と
思
う
。
今
後
と
も
フ
ッ
化
物
洗
口

の
導
入
に
向
け
て
要
請
し
て
い
く
。

◇
官
民
連
携
で

　

新
し
い
財
源
・
場
所
を

新
た
な
財
源
を
ふ
る
さ
と
納

税
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、
そ

し
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
、
提
言
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
は
財
政
再

建
を
し
た
い
。
そ
し
て
税
収
を
上
げ
た

い
。
一
番
は
そ
の
後
、
教
育
、
子
育
て
、

町
興
し
に
使
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
新

た
な
財
源
を
生
む
事
業
は
西
原
町
で

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
も
、
私
の
中
で
は
東
崎
公
園
、
町
民

体
育
館
、
船
溜
ま
り
も
あ
る
。
こ
の
公

共
施
設
を
活
用
し
て
い
い
か
。
そ
の
許

可
で
き
る
場
所
な
の
か
、
ど
う
い
っ
た

事
業
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
研

究
は
町
と
し
て
行
っ
て
い
る
か
。

　

企
画
財
政
課
長　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
法
律
と
い
う
の
は
規
制
緩
和
の
法

律
だ
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
聞
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

で
き
な
か
っ
た
土
地
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
許
可
が
お
り

る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い
る
。
そ
れ

で
あ
れ
ば
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な

い
か
な
と
思
う
。
議
員
も
行
か
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
公
園
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と

い
う
の
も
、
こ
の
前
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
の
で
、
御
提
案
の
あ
っ
た
施
設
と
い

う
の
は
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い

か
な
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

◇
徳
佐
田
区
画
・
幸
地
事
業

が
頓
挫
か

西
地
区
区
画
整
理
事
業
は
Ｈ
18

年
に
開
始
さ
れ
、
完
了
予
定
の

Ｈ
32
年
を
大
幅
に
過
ぎ
る
Ｒ
８
年
ま

で
の
長
期
化
が
決
ま
り
、
合
わ
せ
て
徳

佐
田
地
区
等
の
土
地
区
画
整
理
事
業

が
頓
挫
の
模
様
で
あ
る
が
、
今
後
の
対

応
を
問
う
。

　

町
長　

徳
佐
田
等
の
土
地
区
画
整

の
な
い
土
地
に
つ
い
て
固
定
資
産
税

の
１
０
０
％
減
免
へ
要
綱
修
正
は
で

き
な
い
か
。

　

町
長　

こ
れ
ま
で
の
事
業
と
の
整
合

性
を
勘
案
し
部
分
減
免
で
実
施
す
る
。

固
定
資
産
税
は
現
況
主
義
で
あ
り

減
免
は
本
人
の
申
請
が
必
要
だ
が
。

　

総
務
部
長　

要
綱
上
は
確
か
に
申

請
主
義
だ
が
、
２
０
０
名
近
い
地
権
者

の
状
況
で
は
、
町
長
職
権
・
代
理
で
減

請
は
。

　

建
設
部
長　

道
路
や
水
路
が
長
い
の

で
補
助
が
あ
っ
た
時
、
整
備
を
検
討
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
で
、
放
課
後
居
場
所
づ
く
り

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
町
学
童

ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
拡
充
を
推
進
し

た
い
。

　

福
祉
部
長　

第
２
期
西
原
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
事
業
の
見
直
し

理
事
業
は
別
に
頓
挫
で
も
な
く
、
そ
も

そ
も
事
業
は
決
定
し
て
い
な
い
。
調
査

し
た
だ
け
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
い
た
い
。
厳
し
い
財
政
の
為
、
休

止
の
方
針
。

Ｈ
28
年
の
住
民
説
明
会
で
徳
佐

田
地
区
等
も
延
伸
す
る
、
と
の

説
明
を
受
け
て
い
た
が
、
こ
の
現
状
に

町
民
は
失
望
感
を
持
っ
て
い
る
と
思

う
が
。

　

町
長　

意
見
交
換
会
で
事
業
が
決

定
し
た
と
皆
さ
ん
が
早
計
に
捉
え
た

の
か
、
説
明
不
足
な
の
か
判
断
し
か
ね

る
。

西
地
区
事
業
の
Ｒ
８
年
ま
で
の

事
業
工
程
は
で
き
て
い
る
か
。

　

都
市
整
備
課
主
幹　

ほ
ぼ
で
き
て

い
る
。

区
画
事
業
に
お
い
て
他
市
町
村

同
様
に
仮
換
地
中
で
使
用
収
益

免
措
置
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

◇
町
民
の
声
を
行
政
に

「
農
地
を
宅
地
化
へ
」
と
の
小

波
津
自
治
会
か
ら
の
要
請
は
。

　

建
設
部
長　

細
工
舛
・
上
屋
部
地
区

は
都
市
マ
ス
中
心
核
に
位
置
づ
け
し
、
前

原
・
安
世
良
地
区
は
農
業
振
興
の
方
針
。

住
宅
増
加
に
伴
う
道
路
排
水
等

の
整
備
と
の
掛
保
久
自
治
会
要

の
中
で
、
町
財
政
計
画
と
の
整
合
性
も

図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

◇
那
覇
広
域
都
市
計
画
の

　

町
長
の
見
解
を
質た

だ

す

（
１
）
本
町
の
市
街
化
調
整
区

域
は
町
土
の
何
割
か
。（
２
）

那
覇
広
域
11
市
町
村
の
東
西
格
差
を

聞
く
。

　

町
長　
（
１
）
本
町
の
市
街
化
調
整

区
域
の
割
合
は
約
60
％
で
あ
る
。（
２
）

西
海
岸
の
那
覇
市
浦
添
市
宜
野
湾
市
に

お
い
て
は
、
基
地
以
外
は
ほ
ぼ
市
街
化

区
域
で
、
西
原
町
が
約
40
・
１
％
、
北

中
城
村
が
約
22
・
８
％
、
中
城
村
が

8
・
１
％
、
与
那
原
町
が
52
・
５
％
で
、

市
街
化
区
域
に
つ
い
て
東
西
格
差
が
如

実
に
数
字
で
表
れ
て
い
る
。
サ
ン
ラ
イ

ズ
協
議
会
で
広
域
的
に
活
性
化
に
取
り

組
む
。

◇
千
葉
県
の
合
同
資
源
に
よ
る

　

東
崎
２
号
井
を
質た

だ

す

（
１
）ヨ
ウ
素
の
埋
蔵
量
を
聞
く
。

（
２
）
本
町
と
合
同
資
源
や
民
間

と
協
力
し
て
企
業
誘
致
を
聞
く
。

　

町
長　

ヨ
ウ
素
の
埋
蔵
量
は
本
島

中
南
部
で
67
万
ト
ン
で
東
崎
２
号
井

で
６
万
２
，
０
０
０
ト
ン
、
純
度
は

99
・
9
％
と
高
品
質
な
調
査
結
果
が
出

て
い
る
。（
２
）
引
き
続
き
合
同
資
源

等
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
検
討
す
る
。

◇
土
地
区
画
整
理
事
業
を
質た

だ
す

（
１
）
西
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
の
進
捗
率
と
事
業
完
了

年
度
を
聞
く
。（
２
）
西
地
区
居
住
者

の
家
賃
補
助
世
帯
数
と
補
助
額
を
聞

く
。

　

建
設
部
長　
（
１
）
進
捗
率
は
平
成

31
年
３
月
末
現
在
49
％
で
あ
る
。
完
了

年
度
は
令
和
８
年
度
を
目
標
に
し
て

い
る
が
予
算
や
補
償
交
渉
の
状
況
に

よ
っ
て
は
更
に
伸
び
る
可
能
性
が
あ

る
。（
２
）
仮
住
居
等
の
家
賃
補
償
件

数
は
20
件
で
、
補
償
額
の
合
計
は
約

２
，
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

都
市
整
備
課
主
幹　
（
２
）
今
年
度

で
約
２
，
４
０
０
万
円
で
数
年
前
か
ら

だ
と
恐
ら
く
億
単
位
く
ら
い
は
単
費

で
支
出
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。

◇
公
園
行
政
を
質
す

６
月
議
会
で
東
崎
公
園
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
補
修
予
算
が
無

い
答
弁
が
あ
っ
た
が
現
在
の
状
況
を

聞
く
。

　

建
設
部
長　

現
在
修
繕
工
事
を

行
っ
て
お
り
９
月
末
完
了
予
定
で
あ

る
。◇

農
水
産
物
流
通
加
工
観
光

拠
点
施
設
を
質た

だ

す

現
時
点
で
の
工
事
金
額
と
完
成

ま
で
の
総
事
業
費
を
聞
く
。

　

建
設
部
長　

前
年
度
と
今
年
度
の

工
事
契
約
額
は
約
８
億
４
，
４
０
０
万

円
で
総
事
業
費
は
14
億
５
，
２
０
０
万

円
の
予
定
で
あ
る
。

屋
やびく
比久 満

みつる
　議員宮

みやざと
里 洋

ひろふみ
史　議員

仲
なかまつ
松　勤

つとむ
　議員

問

問

問問

問

問問

問問

問問問

問

問

問

そ
の
他
の
質
問
項
目

〇
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
状
況
は

〇
熊
本
県
西
原
村
と
の
姉
妹
都
市
締
結
は

〇
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

〇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助

〇
西
原
町
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

土地区画整理事業のポイント説明

土地区画整理事業法

仮換地の指定により使用又は収益
が無くなったことで損失を受けた
場合は、通常生ずべき損失を補償
しなければならない

＜第 101 条１項＞

固
定
資
産

減
免
率

西原町：30％
（減歩率）

浦添市・南風原町・八
重瀬町・糸満市：100％
減免

提
案

7 6

一
般
質
問

一
般
質
問

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


